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【特集】社会運動としてのコモンズ
特集にあたって
かを，まさに具体的状況に即して論じている。特に強調されているのが，阿蘇の「反自然的草原」
のもつ生態学的価値と野焼き作業における都市住民のボランティアである。生物多様性，水源涵養，
美しい景観などの価値をもつ草原は今や危機に瀕しているという。そのためには野焼きボランティ
ア，赤牛オーナー制度，エコツーリズムなどの民間の工夫だけでなく，環境維持のための「直接支
払制度」などの公的支援の必要性も訴えている。
菅豊「現代的コモンズに内在する排除性の問題」は，河川敷の利用をめぐる二つの事例からホー
ムレス排除の問題を取り上げている。伝統的コモンズは既存のコミュニティにおける社会的紐帯に
依存するのに対して，現代的コモンズは「多様なアクターを水平的，分散的，協働的に巻き込むも
の」であるという。しかし，この理念は河川敷の実際の事例ではホームレスの排除に結びついてし
まう。ホームレスとは政府と市場が掬い上げることができなかった社会の周縁の人々であるが，コ
モンズもまたかれらの包摂に失敗することになるのか。
竹田茂夫「危機のコモンズの可能性」は，政府の失敗と市場の失敗が重なり合う大規模産業災害
（水俣病，ボパール工場災害，原発事故等）を「負財」badsと見立て，それが被害者の集団に救
援・生活支援・生活再建などの目的をもつ社会運動を強いることに注目する。このような社会運動
は，被害者たちの共感と連帯をもとに生まれるものであり，「危機のコモンズ」として組織と運動
の論理を追求すべきだという議論を展開する。
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